
同
時
文
書
化
対
象
内
部
取
引
（
第
六
十
七
条
の

十
八
第
五
項
に
規
定
す
る
同
時
文
書
化
対
象
内

部
取
引

同
条
第
三
項

同
時
文
書
化
対
象
内
部
取
引
に
係
る
同
条
第
一

項と
し
て
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令

法
人
税
の
額
か
ら
控
除
す
る
金
額

第
六
十
七
条
の
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第

六
十
六
条
の
四
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法

に
準
じ
て
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
一

号
ロ

第
六
十
七
条
の
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第

六
十
六
条
の
四
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法

に
準
じ
て
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
一

号
ニ

同
時
文
書
化
免
除
内
部
取
引
（
第
六
十
七
条
の

十
八
第
六
項
に
規
定
す
る
同
時
文
書
化
免
除
内

部
取
引

同
条
第
一
項

同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令

同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
各
号

同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
第
二

号同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
第
一

号法
人
税
の
額
か
ら
控
除
す
る
金
額

」 に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
条
の
四
第
十
六

象
国
外
関
連
取
引

の
適
用
が
あ
る
国
外

の
国
外
関
連
取
引

象
国
外
関
連
取
引
に

令は
欠
損
金
額

ロニ除
国
外
関
連
取
引

定
の
適
用
が
あ
る
国

は
欠
損
金
額
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項
の
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
条
の
四

第
十
七
項
の
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
七
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
一
項
」
に
、「
第
六
十
七
条
の
十

八
第
十
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
条
の
四
第
十
七
項
第
一
号
及
び
第
十

八
項
の
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
十
七
項
第
一
号
及
び
第
十
八
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
一
項
第
一
号

及
び
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
項
の
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
項
」
を
「
第

六
十
六
条
の
四
第
二
十
四
項
」
に
、「
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
」に
改
め
、

同
表
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
一
項
の
項
中
「
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
一
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
五

項
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
条
の
四
の
二
第
四
項
の
項
及
び
第
六
十
六
条
の
四
の
二
第
六
項
の
項
中
「
第
六
十
七

条
の
十
八
第
十
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条

第
九
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
第
三
項
」を「
第

五
項
若
し
く
は
第
六
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
又
は
第

六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
又
は
第
六
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同

条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
が
第
十
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
六
十
六
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
又
は
そ
の
写
し
を
遅
滞
な
く
提
示

し
、
又
は
提
出
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
」
を
「
に
各
事
業
年
度
に
お
け
る
同
時
文
書
化
対
象
内
部
取
引
（
前
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
内
部
取
引
以
外
の
内
部
取
引
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
第
三
項
に
規

定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
示
若
し
く
は

提
出
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
た
日
か
ら
四
十
五
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
そ
の
求
め
た
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
示
若
し
く
は
提
出
の
準
備
に
通
常
要
す
る
日
数
を
勘
案
し
て
当
該
職

員
が
指
定
す
る
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
提
示
若
し
く
は
提
出
が
な
か
つ
た
と
き
、
又
は
内
国
法
人
に
各
事
業
年
度
に
お

け
る
同
時
文
書
化
対
象
内
部
取
引
に
係
る
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
企
業
間
価
格
を
算
定
す
る
た
め
に
重
要
と
認
め

ら
れ
る
書
類
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又
は
保
存
が

さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提

示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
た
日
か
ら
六
十
日
を
超
え
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
そ
の
求
め
た
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し
の
提
示
若
し
く
は
提
出
の
準
備
に
通
常
要
す
る
日
数
を
勘
案
し

て
当
該
職
員
が
指
定
す
る
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
提
示
若
し
く
は
提
出
が
な
か
つ
た
と
き
に
」
に
、「
内
部
取
引
」を「
同

時
文
書
化
対
象
内
部
取
引
」
に
改
め
、「（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

う
。）」を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

国
税
庁
の
当
該
職
員
又
は
内
国
法
人
の
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
若
し
く
は
所
轄
国
税
局
の
当
該
職
員
は
、
内
国

法
人
に
各
事
業
年
度
に
お
け
る
同
時
文
書
化
免
除
内
部
取
引（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
内
部
取
引
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
企
業
間
価
格
を
算
定
す
る
た
め
に
重
要
と
認
め

ら
れ
る
書
類
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又
は
保
存

が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
そ
の
写
し
の
提

示
又
は
提
出
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
提
示
又
は
提
出
を
求
め
た
日
か
ら
六
十
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
そ
の
求
め
た
書
類
又
は
そ
の
写
し
の
提
示
又
は
提
出
の
準
備
に
通
常
要
す
る
日
数
を
勘
案
し
て
当
該
職
員

が
指
定
す
る
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
提
示
又
は
提
出
が
な
か
つ
た
と
き
に
、
当
該
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
に
お
け

る
同
時
文
書
化
免
除
内
部
取
引
に
係
る
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
企
業
間
価
格
を
算
定
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
内
国
法
人
の
当
該
同
時
文
書
化
免
除
内
部
取
引
に

係
る
事
業
と
同
種
の
事
業
を
営
む
者
に
質
問
し
、
当
該
事
業
に
関
す
る
帳
簿
書
類
を
検
査
し
、
又
は
当
該
帳
簿
書

類
（
そ
の
写
し
を
含
む
。）の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
七
条
の
十
八
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
内
部
取
引
が
あ
る
内
国
法
人
は
、
当
該
内
部
取
引
に
係
る
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立

企
業
間
価
格
を
算
定
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
（
そ
の
作
成
に
代

え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。）を
、
当
該
事
業
年
度
の

法
人
税
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
作
成
し
、
又
は
取
得
し
、
財
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
（
当
該
事
業
年
度
開
始
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
が
連
結
事

業
年
度
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
内
国
法
人
の
そ
の
前
日
を
含
む
連
結
事
業
年
度
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
前
事
業
年
度
等
」
と
い
う
。）の
一
の
国
外
事
業
所
等
と
の
間
の
内
部
取
引
（
当
該
内
国
法
人
が
当
該
事
業
年
度

に
お
い
て
当
該
一
の
国
外
事
業
所
等
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
業
年
度
の
当
該
一
の
国
外
事

業
所
等
と
の
間
の
内
部
取
引
）
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
又
は
前
事
業
年
度
等
の
当
該
一
の
国
外
事
業

所
等
と
の
間
の
内
部
取
引
が
な
い
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
の

当
該
一
の
国
外
事
業
所
等
と
の
間
の
内
部
取
引
に
係
る
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
企
業
間
価
格
を
算
定
す
る
た
め

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

内
部
取
引
の
対
価
の
額
と
し
た
額
の
合
計
額
が
五
十
億
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二

内
部
取
引
（
特
許
権
、
実
用
新
案
権
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
資
産
の
譲
渡
若
し
く
は
貸
付
け
（
資
産

に
係
る
権
利
の
設
定
そ
の
他
他
の
者
に
資
産
を
使
用
さ
せ
る
一
切
の
行
為
を
含
む
。）又
は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る

取
引
に
相
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の
対
価
の
額
と
し
た
額
の
合
計
額
が
三
億
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。




		2016-03-31T18:14:25+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




